
 綿布加工・イオンデータ  

加工前 

マイナスイオン 
プラスイオン 

加工後 

 
 計測結果と総評 
   ・加工前は、＋ionの方が17.6％多く計測されました。 
   ・加工後は、－ionの方が94.1％多く計測されました。 
  加工を施した物を身に着ける事により、マイナスイオンが呼吸及び 
  皮膚呼吸により身体に吸収されイオンバランスが整えられます。  

 

個/cm³ ーioｎ ＋ioｎ 差異 

綿布 １７３ ２５３ ８０ 

アベレージ １４０ １７０ ３０ 

単位：個/cm ーioｎ ＋ioｎ 差異 

綿布 125 49 76 

アベレージ 85 5 80 



  消臭データ 
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ｱﾝﾓﾆｱ消臭評価 ｲｵﾝ有り 

ｲｵﾝ無し 

時間(min） 0 30 60 90 120 150 180             

ｲｵﾝ有り 45 16 10 5 3 2 1   １８０分後の消臭率９８％ 

ｲｵﾝ無し 45 39 32 29 28 27 26             
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ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ消臭評価 
ｲｵﾝ無し 

ｲｵﾝ有り 

 
検査方法 

 本件は吸着性多孔体とion生成体（紛体組成物）及び光触媒を 

 顔料に含有させる事で悪臭有害物質等を化学的に分解・離脱を 

 行う方法で検査。 

時間(min） 0 30 60 90 120 150 180             

ｵﾝ有り 15 12  11 11 11 11 11   １８０分後の消臭率９0％ 

ｲｵﾝ無し 45 39 32 29 28 27 26             



  各データ 












